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　「マイ・タイムライン」とは、台風や大雨などの風
水害に対する事前の準備と行動を、あらかじめ記録
しておく予定表のことです。住んでいる場所や家族
構成によって、いざという時にとるべき行動やタイ
ミングは異なります。「いつ」「誰が」「何をするのか」を
あらかじめ決めておくことで、災害の危険が迫って
きた時に落ち着いて避難行動をとることができます。

マイ・タイムラインって？
　タイムラインでは、警戒レベルを時系列の軸とし
ていますが、市から発令される避難情報を待つこと
なく、早めの避難行動が必要なケースがあります。
災害が発生しそうな時に逃げるタイミングを判断す
る独自の基準を「避難スイッチ」とすることも考える
必要があります。避難スイッチを考えることで、自
分で判断する力を養うことができます。

避難スイッチを考えよう

マイ・タイムライン作成時の5つのポイント

マイ・タイムライン
使用時の注意点

①マイ・タイムラインは、あくまで行動の目安です。
②防災気象情報や避難情報などをこまめに収集・確認してください。
③収集・確認した情報をもとに、臨機応変に判断してください。

　台風や大雨などの自然災害は、想定したとおりに進行するとは限りません。
　実際に、マイ・タイムラインを使用する際には、次のことに注意して行動して
ください。

「いつ、誰が、何をするか」考えておく
　最悪の事態を想定し「いつ、誰が、何をするのか」を考えていきます。
　①とるべき行動を箇条書きで書く　②箇条書きした内容を時系列に並べる
　行動に無理がないかなど、それぞれにかかる時間のことを考えて、余裕を持って行動できる
ようにしましょう。
　そして、年に一度は、マイ・タイムラインの内容を確認し、追加や変更をしましょう。

　いつ避難行動を開始するのか避難スイッチを決めます。「家族に要介護者がいる」「避難場所ま
での距離」など、家庭の事情を踏まえて設定することが大切です。

避難行動を開始する目安を検討する

　避難先や連絡先について普段から家族で話し合っておきましょう。
最適な避難先を確認する

　市が作成しているハザードマップで、災害時に自分の家や職場などがどれくらい危険なのか
を確認しましょう。
　避難経路にも、危険な場所がないか確認しましょう。

ハザードマップで確認する

　雨による災害の危険性などを知らせる「防災気象情報」や「避難情報」を知っておきましょう。
気象台が発表する防災気象情報と市が発令する避難情報を知っておく

減災の取り組み

災害から命を守るために
マイ・タイムラインを作成しよう
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